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開発のねらい

牛窓地区では、特に食味の良いキャベツを「牛窓甘藍」のブランドで販売してい

ます。そこで、おいしいキャベツを安定して生産するための収穫条件（品種、収穫

時期、玉の大きさ）を明らかにしました。

新技術の概要

 千切りキャベツを食べておいしいと高く評価されるキャベツは、「甘味」が強く

て「ジューシー」で、「苦味」と「青くさい風味」、「刺激味」が少ないキャベ

ツです。

 甘くておいしいキャベツを収穫するための条件は、良食味品種（TCA-422）を

栽培し、低温期の１～３月に中玉以上に育ったものを収穫することです。

活用場面

おいしいキャベツを安定して生産し、消費者に提供することが可能となります。

これにより「牛窓甘藍」のブランド力強化につながります。

環境研究室

甘くておいしい「牛窓甘藍」の
収穫条件
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「牛窓甘藍」の栽培風景 収穫時期、品種、大きさによる味の違い
注）総合評価は1（まずい）～３（ふつう）～

5（おいしい）の5段階評価


